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私たちの課題認識 

教職協働の必要性 

学生に話が刺さらない 
↑ 図書館の体制の弱さ（人員不足、ノウハウ） 

先生の話は説得力絶大 
レポート課題が出れば図書館を使おうという学生もいる 

「図書館は大事だぞ」と先生に言わしめたい 
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VMSO手法による企画立案 

 Vision(目的)  …実現するべき姿 
 
 

 Mission(使命)  …目的実現のためにやるべきこと 

  →教職協働による情報リテラシー教育の推進 
 

 Strategy(戦略) …使命を果たすための具体的な方法 
 
 

 Objectives(指標) …その評価 
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VMSO手法による企画立案 

 Strategy(戦略) …使命を果たすための具体的な方法 

新任教員に対する有効なアプローチ 

 教育に対する意欲に満ちている 
 理想と学生実態との乖離→情報リテラシー教育の必要性を認識 
 メール、着任ガイダンス、サービスメニューの用意 

ＦＤ活動と連動した情報リテラシー教育の推進 

 ＦＤセンターと連動したフォーラム 
 実践事例紹介 → ＦＤセンター紀要への掲載 

初年次教育と連動した情報リテラシー教育の推進 

 学部執行部との認識共有（３ポリシーを踏まえた図書館の重要性） 
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VMSO手法による企画立案 

 Strategy(戦略) …使命を果たすための具体的な方法 

「三方よし」＝ 教員よし、学生よし、図書館よし 

学生＝ 成績が良くなる、勉強が面白くなる 

教員＝ ＦＤ活動の実績、教育実践業績 
  授業準備の負担軽減 

図書館＝限られた人的資源で情報リテラシー教育を実施 
  学内でのステータス向上 
  来館者増（？） 
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VMSO手法による企画立案 

 Vision(目的)  …実現するべき姿 

学ぶことの楽しさを知り、情報を主体的に 
使いこなすことのできる学生を育てる。 
 

教員との共通言語 

 ・政策文書 

 ・アクティブラーニング観 

 ・ディプロマポリシー、カリキュラムポリシー 

 ・シラバス、ルーブリック 
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VMSO手法による企画立案 

 Objectives(指標) …その評価 

マクロ的 
 ディプロマポリシーの達成度 
 卒業時学生満足度調査 
 ＩＲ 

ミクロ的 
 授業アンケート 
 ルーブリックによる評価 
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ご清聴ありがとうございました 
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